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社
会
福
祉
協
議
会
は
、
誰
も
が
住

み
慣
れ
た
地
域
社
会
で
安
心
し
て
生

活
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
み
な
さ

ま
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
福
祉
関
係
者

等
の
協
力
を
得
な
が
ら
実
行
し
て
い

く
民
間
の
福
祉
団
体
で
す
。

　

社
協
会
費
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
、
小
地
域
の
活
動
、
公
的

制
度
に
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
進
め
る
上

で
の
大
切
な
財
源
の
ひ
と
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

地
域
福
祉
の
主
体
（
主
役
）
で
あ

る
住
民
と
、〝
地
域
福
祉
を
推
進
す

る
社
協
〞
が
、
一
体
と
な
っ
て 

福

祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
行
な
う

上
で
欠
か
せ
な
い
し
く
み
と
し
て
、

会
員
制
度
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
社

協
の
活
動
・
事
業
に
賛
同
い
た
だ
き
、

財
政
面
で
支
え
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
会
費
の
一
部
は
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
へ
還
元
さ
れ
、
小
地
域

で
の
福
祉
活
動
の
事
業
費
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
会
費
の
納
入
に
つ
い
て
は

強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
社
協
の

活
動
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ひ
と
り

で
も
多
く
の
住
民
の
み
な
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

身近な人と身近な場所で
ふれあい・いきいきサロン

あ
な
た
の
会
費
で
地
域
福
祉
が
支
え
ら
れ
て
い
ま
す

〜
会
費
の
一
部
は
地
区
社
協
に
還
元
し
活
動
費
へ
〜

●ボランティアセンターの運営
　ボランティア活動をしたい人、必要と
する人の相談及びあっせん等を行いま
す。
　また、災害時には、必要に応じ、災害
ボランティアセンターを立ち上げます。
●日常生活自立支援事業
　認知症高齢者、知的障がい者、 精神障
がい者等の方で、判断能力が不十分な方
が地域において自立した生活が送れるよう、利用者との契約に基づき、
福祉サービスの利用援助等を行います。
●地区社会福祉協議会への助成
　市内に22ヶ所に設置されている地区社会福祉協議会の活動費として
会費の一部を還元し、会員世帯数に応じて補助金の交付をしています。
●資金貸付事業
　世帯更生をするための一時的な生活資金の貸付を行っています。

が地域において自立した生活が送れるよう、利用者との契約に基づき、

会費の主な使いみち

Ｑ.会費の金額は？
         

Ａ.
  

一般会費は、１世帯あたり500円以
上（年額）、特別会費は１世帯1,000
円以上です。
Ｑ.会費の納入方法は？
           

Ａ.
  

自治会（町内会）等を通じて、納
入をお願いしています。9 月上旬にブ
ロック別説明会を行い、ご協力をお願
いしています。
Ｑ.地区社協への還元について教えて。
                  

Ａ.
  

ご納入いただいた一般会費500円の
うち300 円を超えた金額、特別会費は
40%がみなさまのお住いの地域の地区
社協へ還元されます。
　還元された会費は、地区社協で行う
事業費として活用されています。
Ｑ.地区社会福祉協議会ってなに？
                

Ａ.
  

野田市内22地区に設置され、地区
社協と呼ばれています。住民の生活課
題を発見・把握し解決につなげていく
役割をもっています。地区社協ではサ
ロンの開催や独居の高齢者の方への友
愛訪問、福祉まつり等を行っています。
Ｑ.社協の財源について教えて。
               

Ａ.
  

みなさまからの会費や様々な補助
金などで成り立っています。
　①住民のみなさまからの会費
　 ②市・県社会福祉協議会からの補助
金、委託金

　③共同募金からの助成金
　④自主事業による収益
　⑤寄付金 などです。

社協　Ｑ＆Ａ

小学校へ車いす目か
くし体験の出張講習
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（単位：円）

　

当
協
議
会
で
は
、
平
成
28
年
度
か

ら
32
年
度
を
計
画
期
間
と
す
る
野
田

市
地
域
福
祉
活
動
計
画
（
第
2
次
改

訂
版
）
を
平
成
28
年
3
月
に
策
定
し

ま
し
た
。
今
回
の
策
定
に
お
い
て
は
、

障
害
者
総
合
支
援
法
や
介
護
保
険
制

度
の
一
部
改
正
な
ど
の
法
改
正
の
ほ

か
、
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
単

独
実
施
や
成
年
後
見
制
度
の
法
人
後

見
事
業
の
検
討
、
ま
た
、
学
童
保
育

所
の
受
託
拡
大
な
ど
、
事
業
運
営
に

係
る
大
幅
な
変
更
点
に
つ
い
て
、
課

題
や
目
標
を
定
め
る
と
と
も
に
、
現

行
事
業
の
評
価
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
本
計
画
に
基
づ
き
、
地
域

社
会
全
体
で
地
域
の
問
題
解
決
に
取

り
組
み
、
市
民
が
自
立
し
て
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
心
豊
か
な
福
祉
社
会
の

実
現
を
目
指
し
、
各
種
の
福
祉
事
業

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
強

化
に
つ
い
て
は
、
ふ
れ
あ
い
・
い
き

い
き
サ
ロ
ン
、
お
楽
し
み
会
、
研
修

会
等
の
様
々
な
地
域
活
動
に
対
す
る

支
援
を
、
22
の
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
に
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
連
絡
会
、
地
区
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
懇
談
会
を
開

催
し
、
こ
れ
ら

を
通
じ
て
各
地

区
社
会
福
祉
協

議
会
間
の
連
携

強
化
を
図
り
ま

し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
推
進

に
つ
い
て
は
、「
一
人
ひ
と
り
が
よ
り

豊
か
に
地
域
で
共
に
生
き
る
社
会
」

を
目
指
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
た
い
方
と
支
援
を
受
け
た
い
方
の

調
整
を
は
じ
め
、
商
業
施
設
の
協
力

を
得
て
の
出
張
広
報
活
動
、
夏
休
み

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
や
各
種
講
座
を

開
催
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対

す
る
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
介
護
予
防
事
業
の
一

環
と
し
て
、
高
齢
者
の
方
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、
社
会
参
加

や
地
域
貢
献
を
し
て
い
く
こ
と
で
、

自
ら
の
健
康
増
進
や
介
護
予
防
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
介

護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事

業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

福
祉
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

市
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
・
教
職

員
の
福
祉
へ
の
理
解
と
関
心
を
高
め
、

福
祉
の
心
を
育
む
た
め
に
学
校
・
地

域
と
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
指
導
者
、
地

区
社
協
の
協
力
者
と
共
に
小
学
校
へ

出
張
講
習
に
出
向
き
、
車
い
す
・
目

か
く
し
歩
行
体
験
講
座
を
通
し
て
障

が
い
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
強
化

に
つ
い
て
は
、
産
褥
期
や
育
児
不
安
、

多
子
出
産
等
の
母
親
へ
の
援
助
・
指

導
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
安
定
し
た

生
活
を
図
る
た
め
の
育
児
支
援
家
庭

訪
問
事
業
を
は
じ
め
、
仕
事
と
育
児

の
両
立
支
援
の
た
め
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
、
ね
た

き
り
の
お
年
寄
り
へ
の
支
援
と
し
て

の
訪
問
入
浴
介
護
事
業
、
高
齢
者
及

び
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
へ
の
車
椅

子
や
車
い
す
対
応
自
動
車
貸
出
事
業

な
ど
の
、
子
育
て
家
庭
・
高
齢
者
・

障
が
い
者
な
ど
に
対
す
る
幅
広
い
支

援
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
市

か
ら
受
託
し
て
い
る
14
か
所
の
学
童

保
育
所
に
つ
い
て
も
、
円
滑
な
管
理

運
営
を
行
い
ま
し
た
。
権
利
擁
護
事

業
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
か
ら

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
を
当
協
議

会
で
単
独
実
施
を
開
始
す
る
と
と
も

に
、
市
民
後
見
人
と
し
て
活
躍
で
き

る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
市
民
後

見
人
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

地
域
福
祉
支
援
活
動
の
充
実
強
化

に
つ
い
て
は
、
同
行
援
護
事
業
、
手

話
通
訳
者
・
要
約
筆
記
者
派
遣
事
業
、

手
話
講
習
会
開
催
事
業
及
び
点
字
・

声
の
広
報
発
行
事
業
な
ど
地
域
生
活

支
援
事
業
の
円
滑
な
運
営
を
図
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る

低
所
得
世
帯
へ
の
福
祉
資
金
の
相
談

及
び
貸
付
等
を
行
い
、
生
活
の
安
定

と
自
立
更
生
の
促
進
を
図
る
な
ど
市

民
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
ま
し
た
。

　

組
織
及
び
事
業
・
財
政
基
盤
の
強

化
に
つ
い
て
は
、
自
動
販
売
機
の
設

置
を
促
進
し
、
市
民
の
利
便
性
の
向

上
と
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
ま
し

た
。
ま
た
、
入
れ
歯
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

の
推
進
を
図
り
ま
し
た
。

　

広
報
啓
発
活
動
に
つ
い
て
は
、
広
報

紙
「
社
福
の
だ
」
及
び
社
会
福
祉
協
議

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
す
る
と
と

も
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
を
活
用

し
、
情
報
提
供
に
努
め
ま
し
た
。

平
成
₂₇
年
度
事
業
報
告
・
決
算

平成27年度  資金収支決算総括表
区　　分 科　　目 法人全体会計

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

会費収入 20,464,468
寄附金収入 1,273,371
経常経費補助金収入 46,009,500
受託金収入 213,761,244
貸付事業収入 447,000
事業収入 12,553,010
介護保険事業収入 13,384,971
障害福祉ｻｰﾋﾞｽ等事業収入 5,823,380
受取利息配当金収入 35,608
その他の収入 52,656
事業活動収入計(1) 313,805,208

支
出

人件費支出 209,209,995
事業費支出 31,401,046
事務費支出 47,179,009
貸付事業支出 315,000
共同募金配分金事業費 3,330,000
助成金支出 16,850,680
その他の支出 0
事業活動支出計(2) 308,285,730

事業活動資金収支差額(3)=(1)－(2) 5,519,478

区　　分 科　　目 法人全体会計
施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入

施設整備等寄附金収入 1,650,000
施設整備等収入計(4) 1,650,000

支
出

固定資産取得支出 2,050,230
施設整備等支出計(5) 2,050,230

施設整備等資金収支差額(6)=(4)－(5) △ 400,230

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

事業区分間繰入金収入 9,856,864
サービス区分間繰入金収入 10,631,536
その他の活動による収入 0
その他の活動等収入計(7) 20,488,400

支
出

事業区分間繰入金支出 9,856,864
サービス区分間繰入金支出 10,631,536
その他の活動による支出 1,776,390
その他の活動支出計(8) 22,264,790

その他の活動資金収支差額(9)=(7)－(8) △ 1,776,390
予備費(10) 0
当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)－(10) 3,342,858
前期末支払資金残高(12) 109,233,106
当期末支払資金残高(13)=(11)+(12) 112,575,964

地区社協連絡会で障がい者
疑似体験を実施
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野
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、「
ふ

れ
あ
い
と
支
え
あ
い
、
福
祉
の
心
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
」を
基
本
理
念
と
し
て
、

地
域
社
会
全
体
で
問
題
解
決
に
取
り
組

み
、
市
民
が
自
立
し
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
心
豊
か
な
福
祉
社
会
の
実
現
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
認
知
症
高
齢
者

や
障
が
い
者
等
の
判
断
能
力
が
十
分
で

な
い
方
に
日
常
生
活
を
支
援
す
る
た
め

の
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
を
、ま
た
、

28
年
度
か
ら
は
、
法
人
後
見
事
業
に
よ

る
要
支
援
者
の
自
立
支
援
と
権
利
擁
護

を
推
進
し
、
要
支
援
者
が
で
き
る
限
り

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま

す
。

　

ま
た
、
学
童
保
育
所
の
受
託
拡
大
、

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
及
び
法
人
後

見
事
業
等
の
業
務
量
増
加
に
伴
い
、
職

員
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

な
お
、事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

財
源
確
保
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
会

員
会
費
、
共
同
募
金
等
の
一
層
の
啓
発

等
の
協
力
要
請
に
努
め
る
と
と
も
に
、

事
務
経
費
の
削
減
、
職
員
の
資
質
向
上

を
図
る
た
め
の
人
材
育
成
な
ど
、
経
営

を
充
実
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

地
域
福
祉
活
動
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
計
画
の
取
組
を
評
価

し
、
事
業
の
課
題
を
示
し
た
、「
野
田

市
地
域
福
祉
活
動
計
画
（
第
２
次
改
訂

版
）」
を
平
成
28
年
３
月
に
策
定
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
今
後
は
、
社
会
情
勢
の

変
化
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
等
を
注
視
し
な

が
ら
、
当
協
議
会
の
果
た
す
べ
き
地
域

福
祉
の
役
割
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

⑴ 

住
民
参
加
に
よ
る
地
域
福
祉
活
動
の

推
進

⑵
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
確
立

⑶ 

社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
基
盤
の
強
化

を
柱
と
し
て
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

に
取
り
組
み
ま
す
。

平成28年度　資金収支予算総括表

平
成
28
年
度
事
業
計
画
・
予
算

【
重
点
事
業
項
目
】

①
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
強
化

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

③
福
祉
教
育
の
推
進

④
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

⑤
地
域
福
祉
支
援
活
動
の
充
実
強
化

⑥
組
織
及
び
事
業
・
財
政
基
盤
の
強
化

権利擁護事業を拡充し法人後見も実施
予定（写真：市民後見人養成講座）

区　　分 科　　目 法人全体会計

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

会費収入 20,064
寄附金収入 957
経常経費補助金収入 44,760
受託金収入 238,013
貸付事業収入 446
事業収入 12,875
介護保険事業収入 11,856
障害福祉サービス等事業収入 6,396
受取利息配当金収入 38
その他の収入 24
事業活動収入計 (1) 335,429

支
出

人件費支出 226,886
事業費支出 38,472
事務費支出 55,424
貸付事業等支出 500
共同募金配分金事業費 4,000
助成金支出 16,439
事業活動支出計 (2) 341,721

事業活動資金収支差額 (3)=(1)-(2) △ 6,292
施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入

施設整備等寄附金収入 1,900
施設整備等収入計 (4) 1,900

支
出

固定資産取得支出 2,639
施設整備等支出計 (5) 2,639

施設整備等資金収支差額 (6)=(4)-(5) △ 739

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

事業区分間繰入金収入 9,519
サービス区分間繰入金収入 12,065
その他の活動等収入計 (7) 21,584

支
出

事業区分間繰入金支出 9,519
サービス区分間繰入金支出 12,065
その他の活動による支出 1,956
その他の活動支出計 (8) 23,540

その他の活動資金収支差額 (9)=(7)-(8) △ 1,956
予備費 (10) 95,342
当期資金収支差額合計 (11)=(3)+(6)+(9)-(10) △ 104,329
前期末支払資金残高 (12) 104,329
当期末支払資金残高 (13)=(11)+(12) 0

（単位：千円）

野
田
市
地
域
福
祉
活
動
計
画

（
第
２
次
改
訂
版
）
に
即
し
た
取
組
み

　社会福祉協議会では、歳末募金を活用し、「エ
アコン・クリーニングサービス事業」を新規に
実施します。
　対象となる方は、以

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

下のすべてに該当する方
で、日常生活において、掃除が困難な世帯に対
しエアコンをクリーニングすることで住宅環境
の改善を図り、安心して生活できるように支援
します。
〔対象となる方〕
1）市内在住であること
2）75歳以上のひとり暮らし世帯であること（世
帯分離を除く）
3）要介護認定3以上の方
〔内容〕エアコン（１台）を専門の業者がクリー
ニングします。
〔費用〕無料
〔申込方法〕社会福祉協議会に電話（7124－
3939）で申し込みください。
　電話申込後に申請書をご自宅へ郵送します。
　申請書に介護保険被保険者証の写しを添付し
て、社会福祉協議会に申請書を提出してください。
　（ただし、自己申請が出来ない場合は、家族も
しくは民生委員等の代理申請可）
〔募集期間〕８月1日（月）から８月31日（水）
〔定員〕60名（応募者多数の場合、抽選）
〔問合せ〕野田市社会福祉協議会
　　　　 ☎　7124-3939

75歳以上のひとり暮らしで要介護度３以上の方を対象に

歳末募金を活用し、エアコンを無料でクリーニング
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野
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
結

婚
50
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
方
を
対
象

に
、
プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
に
よ
る
「
金

婚
記
念
撮
影
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
原
則
と
し
て
昭

和
41
年
に
婚
姻
さ
れ
た
ご
夫
婦
で
、
当

日
撮
影
会
場
ま
で
お
越
し
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
る
方
で
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、10
月
31
日
（
月
）

ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
に
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
11
月
初
旬
に
、
社

会
福
祉
協
議
会
よ
り
招
待
状
を
発
送
い

た
し
ま
す
。

〔
対
象
と
な
る
方
〕

　

原
則
と
し
て
、
昭
和
41
年
に
婚
姻
さ

れ
た
ご
夫
婦

〔
日
時
〕
平
成
28
年
11
月
19
日
（
土
）

〔
場
所
〕 

総
合
福
祉
会
館
第
一
会
議
室

（
鶴
奉
５
―

１
）

〔
問
合
せ
〕 

野
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
７
１
２
４
―

３
９
３
９

※
撮
影
日
以
外

の
撮
影
や
自
宅

に
出
向
い
て
の

撮
影
は
行
い
ま

せ
ん
。

　

６
月
18
日
、
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
を
会
場

に
、
第
42
回
〝
お
ひ
さ
ま
と
い
っ
し
ょ
に
〞
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
二
川
小
学
校
吹
奏
楽
部
の
息
の
合
っ

た
演
奏
で
ス
タ
ー
ト
。

　

体
育
館
の
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
で
は
、
パ
ン
食

い
レ
ー
ス
や
大
玉
運
び
と
い
っ
た
競
技
の
他
、

野
田
芽
吹
学
園
に
よ
る
、
お
ひ
さ
ま
名
物
「
お

ひ
さ
ま
樽
太
鼓
」
の
演
奏
や
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー

ラ
ン
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
と
い
っ
た
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
競
技
に
は
500
人

以
上
が
参
加
。
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

お
互
い
に
手
を
と
り
あ
い
、
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　
「
お
ひ
さ
ま
コ
ー
ナ
ー
」
に
は
、
市
内
の
障

が
い
者
施
設
や
当
事
者
団
体
等
、
10
団
体
が
出

店
。
障
が
い
者

施
設
で
作
成
し

て
い
る
作
品
や

お
菓
子
、野
菜
、

日
用
品
等
が
販

売
さ
れ
、
こ
ち

ら
も
大
盛
況

で
、
参
加
者
総

数
は
千
名
を
超

え
、
笑
顔
あ
ふ

れ
る
一
日
で
し

た
。

　

野
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て
の
お
手
伝
い
を

し
て
欲
し
い
人
（
利
用
会
員
）
と
し
た

い
人
（
提
供
会
員
）、
両
方
を
兼
ね
る

人
（
両
方
会
員
）
と
の
会
員
組
織
に
よ

る
地
域
の
相
互
援
助
活
動
で
す
。

　

野
田
市
か
ら
委
託
を
受
け
、
野
田
市

社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
し
て
い
ま

す
。

　

安
心
し
て
援
助
活
動
が
で
き
る
よ

う
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
、
会
員
間
の
連

絡
調
整
や
活
動
等
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
よ
り
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
、
増
え
て
く
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
地
域
の

力
で
支
援
す
る
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
を
支
え
て
い
た
だ

け
る
提
供
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

支
援
内
容
の
多
く
は
、
保
育
所
、
学

童
保
育
所
、
習
い
事
の
送
迎
や
預
か
り

と
い
っ
た
、
短
時

間
の
活
動
で
す
。

　

で
き
る
時
に

で
き
る
範
囲
で

子
育
て
の
応
援

を
し
て
い
た
だ

け
る
方
（
提
供

会
員
）
ま
た
は

両
方
会
員
と
し

て
活
躍
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

〝
お
ひ
さ
ま
と
い
っ
し
ょ
に
〞を
開
催
し
ま
し
た

金
婚
の
思
い
出
を
記
念
写
真
に

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
提
供
会
員
募
集

金
婚
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
！

〜
地
域
の
み
ん
な
で
子
育
て
支
援
〜

あなたも Let’sボランティア

地域ぐるみで子育て支援

会場は笑顔でいっぱい
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地域の人が気軽にふれあえる場を提供

♡あたたかいご支援ありがとうございました♡

●慈光山金乘院清水大師講様
100,000円

●野田ゆうゆう会様 50,000円
●ボーイスカウト野田第五団様

102,036円
●ガールスカウト千葉県第88団様

39,127円
●北部中学校生徒一同様 85,638円
●新幸どんぐり劇団様 16,705円
●野田市立第二中学校様 6,187円
●南部東地区社会福祉協議会様

3,800円
●社協窓口募金 12,523円

●手作り拡大写本かたつむりの会様 
30,000円

●ボーイスカウト野田第一団様 
200,590円

●ボーイスカウト野田第七団様 
67,977円

●桜木やよい会ゴルフ同好会様 
10,000円

●野田市立川間小学校様 57,707円
●野田小型運送㈱様 15,297円
●川間地区社会福祉協議会様 30,000円
●生涯学習ボランティアサークルほのぼの会様

42,800円
●匿名 5,765円

◆義援金をいただいた方々 (順不同)

８
月
８
日
（
月
）
は
、
総
合
福
祉
会
館
害
虫
駆
除
作
業
の
た
め
、
全
館
休
館
と
な
り
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
も
休
業
と
な
り
ま
す
。

　

善
意
の
寄
付
で
寄
せ
ら
れ
た
紙
お
む
つ
等

を
必
要
な
方
や
そ
の
ご
家
族
に
抽
選
で
差
し

上
げ
ま
す
。

　
「
往
復
は
が
き
」
に
①
住
所
②
氏
名
③
電
話

番
号
④
年
齢
⑤
希
望
商
品
（
お
む
つ
又
は
パ

ッ
ド
）
明
記
の
上
ご
応
募
下
さ
い
。

　

厳
正
な
る
抽
選
の
う
え
、
は
が
き
で
結
果

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
必
ず
「
往
復
は
が
き
」

に
て
ご
応
募
下
さ
い
。

　

サ
イ
ズ
、
種
類
は
ご
希
望
に
添
え
な
い
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

〔
応
募
で
き
る
方
〕

　

市
内
在
住
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所

へ
直
接
受
け
取
り
が
で
き
る
方

〔
配
布
人
数
〕
お
む
つ
８
名
・
パ
ッ
ド
11
名

〔
応
募
先
〕

　

〒
278-

０
０
０
３ 

野
田
市
鶴
奉
5
―

1

　

 　

野
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

〔
応
募
締
切
〕

　

平
成
28
年
8
月
19
日
（
金
）

　

平
成
28
年
4
月
14
日
の
熊
本
県
熊
本
地
方

を
震
源
と
す
る
地
震
に
よ
り
県
内
各
地
に
お

い
て
人
的
被
害
を
は
じ
め
、
家
屋
の
倒
壊
等

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

野
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
千
葉
県

共
同
募
金
会
の
窓
口
と
し
て
、
4
月
18
日
か

ら
受
付
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
に
18
件
、

87
万
6
千
152
円
（
平
成
28
年
7
月
1
日
現
在
）

の
義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
義

援
金
は
、
熊
本
県
共
同
募
金
会
を
通
じ
、
配

分
委
員
会
を
経
て
、
被
災
者
の
方
々
に
届
け

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
受
付
期
間
が
、
平
成
29
年
3
月
31

日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
引
き
続
き

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

地
区
社
協
は
、
市
内
22
地
区
に
設

置
さ
れ
、
地
域
性
を
活
か
し
た
特
色

あ
る
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
野
田
市
で
最
も
早
く
設

立
さ
れ
た
、
上
花
輪
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
（
平
成
9
年
3
月
設
立
）
を

紹
介
し
ま
す
。

　「
つ
な
が
り
の
あ
る
地
域
づ
く
り
」

を
目
指
し
て

　

上
花
輪
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

会　

長　

染　

谷　
　

司

　

私
た
ち
は
「
住
民
の
多
様
な
つ
な

が
り
が
あ
る
地
域
づ
く
り
」
を
目
標

に
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
年
６
回
の
サ
ロ
ン

事
業
は
柱
と
な
る
事
業
で
す
が
、
そ

の
ほ
か
に
囲
碁
、ハ
ー
モ
ニ
カ
、歌
声
、

写
経
の
サ
ー
ク
ル
活
動
が
行
わ
れ
、

参
加
者
が
そ
の
運
営
に
当
た
っ
て
い

ま
す
。
参
加
者
負
担
金
も
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　

住
民
同
士
の
交
流
が
重
層
的
に
あ

る
、
つ
な
が
り
の
深
い
地
域
に
な
る

よ
う
、
微
力
で
す
が
他
団
体
と
協
力

し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

◇
福
祉
車
両
の
貸
出

　
「
車
い
す
の
ま
ま
」
乗
り
降
り
で
き
る
車
両

を
貸
出
し
て
い
ま
す
。

〔
対
象
〕 

高
齢
者
・
障
が
い
者
（
児
）
及
び
そ

の
家
族

〔
利
用
料
〕
無
料
（
燃
料
は
自
己
負
担
）

〔
貸
出
車
両
〕

① 「
た
ん
ぽ
ぽ
号
」（
軽
自
動
車
）

《
定
員
》
３
名
（
車
い
す
１
台
）

②
「
ゆ
う
あ
い
号
」（
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
車
）

《
定
員
》
５
名
（
車
い
す
２
台
）

＊
運
転
手
は
、
利
用
さ
れ
る
方
で
確
保
し
て

く
だ
さ
い
。

紙
お
む
つ
・
パ
ッ
ド
差
し
上
げ
ま
す

熊
本
地
震
義
援
金
に
ご
協
力
を

わたしのまちの地区社協 ～上花輪地区社協～

車
い
す
の
ま
ま
乗
り
降
り
で
き
ま
す

おむつの種類はM、L、LL計５台の車両を配備（㊧たんぽぽ号・㊨ゆうあい号）



　右の２枚の絵の中には、５つの間
違いがあります。間違いを見つけた
方は、ハガキに①答え、②住所、③
氏名、④年齢、⑤電話番号、⑥「社
福のだ」に関する感想をお書きのう
え、ご応募ください。（８月31 日必着）
　正解者の中から抽選で５名様に粗
品をプレゼントします。なお、いた
だいた個人情報は、粗品送付目的以
外で使用することはありません。

〔応募先〕〒278-0003
　野田市鶴奉5-1
　野田市社会福祉協議会

まちがいさがし “夏”

　家族や生活のこと、仕事や学校のこと、どこに相談
すればよいか分からない悩みや不安をお持ちの方、気
軽にご相談ください。
　経験豊富な民生委員が相談に応じます。
　相談は無料で、秘密厳守いたします。
　事前予約できますので、ぜひご利用ください。

〔日　時〕毎週火曜日・第１金曜日 　13 時～ 16 時
〔場　所〕総合福祉会館相談室
〔連絡先〕野田市社会福祉協議会　☎ 7124-3939

1人で悩まずに、心配ごと相談へ　スマートフォンの普及により、Twitter、Facebook
といったSNS（ソーシャル・ネットワーキング・サー
ビス）が、急速に広がりをみせています。
　SNSは、タイムリーな情報を迅速に伝えられ、災害
時などに特に効力を発揮することから、社会福祉協議
会でも、SNSを開設しています。
　ぜひ、ご覧ください。

SNS でタイムリーな情報を発信

　以下の職種の臨時職員を募集しています。
 ①学童保育所代替指導員 

〔条件〕児童福祉に理解と熱意がある方。
〔就業場所、時間〕市内14学童保育所いずれか。
平日：13時から19時の間、学校休業日：８時から19時の間

〔時給〕1,090 円
 ②権利擁護事業専門員 

〔勤務内容〕権利擁護事業に関わる相談援助業務
〔応募資格〕 相談援助業務に関心のある方、普通自動

車免許（社会福祉士、精神保健福祉士尚可）
〔時給〕1,100 円（有資格者1,200円）
 ③育児支援家庭訪問員 

〔条件〕 保育士、助産師、保健師等の有
資格者もしくは子育て経験者。

〔時給〕1,150 円
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
≪応募方法・全職種共通≫

〔雇用期間〕平成29 年3 月31日まで
　　　　　 （年度毎の契約更新の可能性あり）

〔応募方法〕 履歴書（３ヶ月以内の写真添付）のうえ、
社会福祉協議会に提出。

〔問合せ・応募先〕〒278-0003 野田市鶴奉5-1
野田市社会福祉協議会　☎7124－3939

職員募集寄せられた善意
　市民のみなさまから心のこもった温かい寄付が寄せら
れました。みなさまのご厚意に厚くお礼申し上げます。

〔寄付金〕
●㈱千葉カントリー倶楽部地主会忘年チャリティーゴルフ会様

23,500円
●野村 伊佐江様 10,000円
●清水第三自治会役員一同様 10,000円
●キッコーマンKMG 大会実行委員会様 113,558円
●中央地区社会福祉協議会様 1,318円
●千葉県ﾄﾗｯｸ協会野田支部様 129,200円

〔物　品〕
●東京電力㈱女性委員様 タオル24枚
●宮田 曜嘉様 パッド1,080枚
●いきいきクラブ川間支部日の出会様 手縫い雑巾70枚
●明治神宮崇敬会野田支部婦人部様

洗濯洗剤40点 他 計60点
●逆井 あや子様 おむつ48枚、パッド57枚
●匿名様 下着７枚、肌着21枚 他 計522点

〔福祉施設へ指定寄付〕
●㈱日本総合開発様 お菓子30,470円相当
●ジュピター関宿店様 お菓子19,060円相当
 （平成28年６月６日現在）

素材提供：【幼児の学習素材館】http://happylilac.net
イラストⒸ ：わたなべ ふみ

〔ホームページ〕
　http://www.nodasyakyo.or.jp

〔Twitter〕
　@nodasyakyo

〔Facebook〕
　 https://www.facebook.com/

nodasyakyo

野田市社協 検 索




